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平成３１年第１回若桜町議会定例会（第１号）

招集年月日 平成３１年３月８日

招集の場所 若桜町役場（若桜町議会議場）

開   会 午後１時３０分

応 招 議 員

１番 梶 原   明 ６番 小 林   誠

２番 君 野 弘 明 ７番 山 本 晴 隆

３番 青 木 一 憲 ８番 中 尾 理 明

４番 山 根 政 彦 ９番 前 住 孝 行

５番 山 本 安 雄 １０番 川 上   守

不応招議員

出 席 議 員

１番 梶 原   明 ６番 小 林   誠

７番 山 本 晴 隆

３番 青 木 一 憲 ８番 中 尾 理 明

４番 山 根 政 彦 ９番 前 住 孝 行

５番 山 本 安 雄 １０番 川 上   守

欠 席 議 員 ２番 君 野 弘 明

地 方 自 治 法 第

１２１条の規定に

より、説明のため

会議に出席した者

町     長 矢 部 康 樹 農林建設課長 佐々木 明 仁

副 町 長 盛 田  聖 一 農林建設課参事 森   雄 一

総 務  課  長 竹 本  英 樹 農林建設課参事 山 本  伸 一

町民福祉課長 藤 原  祐 二 税  務  課  長 前 田  弥 生

にぎわい創出課長 谷 口  国 彦 ふるさと創生課長 谷 本     剛

包括支援センター

所長
寺 西   満 教 育 長 新 川  哲 也

保健センター所長 山 根  葉 子 教育委員会次長 山 口 由企夫



会議の顛末

本会議（３月８日）

議長（川上守）

ただいまの出席議員数は９人です。

定足数に達しておりますので、平成３１年

第１回若桜町議会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程はお手元に配布のとおりで

す。

日程第１

会議録署名議員の指名を行います。

今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２５条の規定により、議長において３番

青木一憲議員、４番 山根政彦議員を指名しま

す。

暫時休憩します。

（追加日程配布）

議長（川上守）

休憩前に引き続き、会議を再開します。

君野弘明議員から、辞職願が提出されてい

ます。

「君野弘明議員の議員辞職の件」を日程に

追加し、追加日程第１として議題とすること

にご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、「君野弘明議員の議員辞職の

件」を日程に追加し、追加日程第１として議

題とすることに決定しました。

追加日程第１

「君野弘明議員の議員辞職の件」を議題と

します。

辞職願を事務局長に朗読させます。議会事

務局長。

議会事務局長（下石裕美）

では朗読いたします。

平成３１年３月８日、若桜町議会議長川上

守様、若桜町議会議員君野弘明。

辞職願。このたび、下記により議員を辞職

したいので、許可されるよう願い出ます。

記、一身上の都合により。

以上でございます。

議長（川上守）

お諮りします。

「君野弘明議員の議員辞職」を許可するこ

とにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、「君野弘明議員の議員辞職」を

許可することに決定しました。

日程第２

「会期の決定について」を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日から３月２２日ま

での１５日間としたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日から３月２２日ま

での１５日間に決定しました。

日程第３

「諸般の報告」をします。

会議関係諸般の報告は、印刷してお手元に

配布のとおりです。

朗読は省略します。

続いて、「若桜町議会会派及び各会派等代表

者会議に関する内規」第２条の規定により、

「会派結成届」が提出されましたので、同条

第３項の規定により報告します。

「会派結成届」を事務局長に朗読させます。

議会事務局長。

議会事務局長（下石裕美）

朗読いたします。

平成３１年３月４日、若桜町議会議長川上



守様。

会派名 若桜町議会 自民党桜会。代表者氏

名 小林誠。

会派結成届。「若桜町議会会派及び各会派等

代表者会議に関する内規」第２条第２項の規

定により、下記のとおり届け出ます。

記、名称 若桜町議会自民党桜会。

役員の職、氏名。代表者 小林誠、幹事長 山

本晴隆、経理責任者 青木一憲。

結成年月日。平成３１年２月１２日。

所属議員氏名。小林誠、山本晴隆、青木一

憲、梶原明。所属議員の数 ４人。

結成の目的。若桜町民の付託に応え、夢と

希望のある町政実現のため、町執行部、町議

会と協調し、特に県選出国会議員、八頭選出

県会議員との連携強化をして目的達成を図り、

町民皆様に対し信頼ある開かれた議会活動を

実現する。

以上でございます。

議長（川上守）

続いて、総務産業常任委員会の調査研究結

果の報告を行います。

若桜町議会９月定例会及び１２月定例会に

おける議決に基づいて、総務産業常任委員会

の調査研究の報告が提出されています。

総務産業常任委員会の調査研究について報

告させます。

総務産業常任委員長、山本晴隆議員。

総務産業常任委員長（山本晴隆）

若桜町議会報告第２号。平成３１年３月４

日。

総務産業常任委員会、委員長 山本晴隆、副

委員長 前住孝行、委員 小林誠、委員 山本安

雄、同じく君野弘明。

総務産業常任委員会調査研究報告書。

総務産業常任委員会は、平成３０年９月議

会定例会において議決された調査研究を行っ

たので、その概要を次のとおり報告いたしま

す。

記、１、調査日、平成３０年１１月２２日

木曜日。２、調査地、島根県邑南町。３、調

査事項、防災についての取り組み、観光につ

いての取り組み。４、参加者、委員５人、議

会事務局長、にぎわい創出課課長。

５、防災についての取組みにかかる調査内

容。（１）は飛ばします。

（２）防災の取り組みについてです。

防災についての方針として「地域でできる

防災の取組は、地域で実施してもらう」が掲

げられ、防災のホームページでも防災情報、

防災無線、ハザードマップ、自主防災組織、

避難情報と避難所、緊急時に備えた家庭用品

備蓄ガイド（農林水産省）等としており、細

かく項目を載せ、さらに防災安心の教科書も

つくられ、過去から学ぶ防災・災害を知る、

情報を得る、防災から身を守るなど各種災害

に対応できるように冊子を作成されている。

特に自主防災組織結成率は 81.5％で、３９

自治会中３２自治会が結成されている。多く

の自治会が結成された理由として、本町を見

本とされた集落担当職員をつけられたことが

要因だと課長のほうから説明がされました。

まとめにいきます。災害時に行政ができる

ことは、防災無線・ＩＰ電話等で各地域への

情報伝達や避難所の開設、救援物資などの提

供等があげられると考えるが、各集落にあっ

た対応には限界があると感じた。

邑南町では、過去の大災害の被害を教訓に

して、さまざまな計画や取り組みをされてい

たが、町民の意識は行政だけをあてにするの

ではなく、自分の命や集落は自分たちで守る

を基本とされていた。

自主防災組織を積極的に結成するために総

務課危機管理室をつくられ、危機管理室長（課

長補佐）を先頭に自治会行政連絡担当職員を

置き、自治会には防災の責任者を３年間の任

期でお願いされ、組織結成のため勉強会や地

域の問題について検討されていた。災害時の



避難誘導や、災害に対する情報提供などを危

機管理室に伝達なども徹底されていた。

本町では、自主防災組織の結成が進んでい

ない現状を把握しながら、担当課を中心に、

住民自ら防災についての自助、共助の意識が

高まるよう、具体的な提案や指導することが

急がれると感じた。また、さまざまな災害に

合わせた避難所等の選定も必要だと考える。

６番、観光についての取り組み（法人化、

地元雇用、定住化にかかる調査内容）。

概要は省略します。（２）観光協会の取組み

について。邑南町の観光は、大規模なスキー

場等もあるが、主に食のマーケティング事業

を柱としながら、２０１１年から地域おこし

協力隊制度をいち早く取り入れ、食や農業の

従事者を目指す都市部の在住者（耕すシェフ

研究生）を受けられた結果、若者の定住率も

高い。その結果、３年連続過疎化に歯止めを

かけることにも成功され、地域経済効果は９

９億円を達成し、１億円を超える農畜産物の

数もふえている。

食の学校（シェフの養成所）の卒業生の起

業を進めた結果、４０店舗に達し、さらに職

員が旅行業の資格を取得し、旅行業者代理店

としても業務を行っている。

町長を先頭に、各課・職員一丸となり、１

００年先の邑南町を描き、１００年先の子ど

もたちに伝える邑南の食文化の確立など、大

きな希望の絵を描き、数々のプロジェクトを

成功され、組織の拡大を理由に一般財団法人

に変わられている。

まとめとしまして、本町の観光振興を目的

とし、観光協会の取り組みについて調査研究

したが、過去の状況と同様、観光で成功する

町は、必ず長期にわたり業務を担当するすば

らしいリーダー、邑南町では農林振興課の食

と農産業戦略係、寺本英仁氏の存在があり、

「ビレッジプライド（町に対する誇り）」を行

政職員から住民に強く周知され、少子高齢化

の問題解決に全力で取り組まれていた。

本町では、高齢者の多くは職をリタイアさ

れていますが、邑南町では農産物の生産に尽

力され、その食材が多くのレストランなどで

提供され、訪れた方々に好評を得ており、直

売所等でも販売され、都市部に出荷するので

はなく、地産地消で経済効果をもたらされて

いました。

本町の現在の観光客を受け入れられる態勢

では、たくさんの人を呼べないのが実態で、

何を観光振興の目玉とするのか、目的を明確

に定める必要がある。

現行の観光協会は、町内で開かれるイベン

ト代行業のような組織であり、自ら集客をで

きる組織ではないと感じている。協会員、観

光関係団体で組織され、早急に一般社団法人

格を取得される必要があり、若桜の観光を牽

引するのは観光協会、若桜町観光開発事業団

と考える。

まずは若桜の将来を見つめ、町長を先頭に、

職員、議会の総合力で組織改革に取り組んで

いくことが必要だと考える。１つ目は以上で

あります。

２つ目、若桜町議会報告第３号、平成３１

年３月４日、総務産業常任委員会、名前は省

略させていただきます。

総務産業常任委員会は、平成３０年１２月

議会定例会において議決された調査研究を行

ったので、その内容を次のとおり報告します。

記、１、調査日、平成３１年２月１３日水

曜日。２、調査地、兵庫県丹波市。３、調査

事項、防災にかかわる地域コミュニティにつ

いての取り組みほか。４、参加者、委員５名、

議会事務局長。

５、丹波市の概要については、省略させて

いただきます。

６としております、防災に関わる地域コミ

ュニティについての取り組みにかかる調査内

容を意見交換しておりますし、この頭だけ読

みます。

（１）防災行政無線個別受信機、屋外拡声



器の利用、（２）避難情報、勧告、指示の伝達

方法、（３）防災行政無線個別受信機、屋外拡

声器以外、災害情報の伝達方法、（４）平成２

６年豪雨の際の人的被害が最小であった原因

究明と地域コミュニティについて、を問いま

した。

それから５番目に自主防災組織について、

それから６番、地域再生の新たな取り組みに

ついて、７番として備蓄品についての問いを

かけて、下のように回答を受けております。

まとめとしまして、丹波市は平成２６年８

月１６日から１７日にかけて、記録的な豪雨

により大量の土砂が流出し、山裾の住宅など

に土砂が河川を埋塞し、集落・農地に浸水が

広がるなど連鎖的に甚大な被害を受け、死者

１名、負傷者４名、家屋等の被害１,０２３棟、

被害額９４.９億円となった。

このような被災をしながら、人的被害を最

小限にされた取組みには深い感銘を受けた。

要因として、住民自らの防災に対する意識の

高さが挙げられると説明されていた。

本町も昨年の７月豪雨で人的被害はなかっ

たが、集落の孤立や住宅、農地、山林を被災

した。今後の取組みとして、さまざまなハー

ド事業・整備も必要だが、地域住民の防災に

対する意識向上が一番大切だと感じる。

緊急時には、行政任せだけでは皆の命を守

ることは不可能であり、自主防災組織の結成

（自治会長・地域リーダーの育成、中心にし

ての育成です。）、ハザードマップの作成の見

直し、避難訓練の実施など、町民みずから自

分の命を守る活動、行動をすることが大切だ

と考える。行政の支援を受けながら自主防災

意識の向上に努めたいと感じた。以上であり

ます。

議長（川上守）

続いて、常任委員会に付託した請願等につ

いて報告します。

本日までに受理した請願・陳情は、お手元

に配布の「請願等文書表」のとおりです。

会議規則第９２条第１項の規定により、そ

れぞれ所管の常任委員会に審査を付託しまし

たので報告します。

日程第４

町長施政方針。

町長の、平成３１年度施政方針を求めます。

矢部町長。

町長（矢部康樹）

さて、本日ここに、平成３１年第１回若桜

町議会定例会を招集しましたところ、議員の

皆様にはご出席を賜り、平成３１年度一般会

計当初予算並びに平成３０年度補正予算及び

諸議案等のご審議をいただきますことに対し、

厚くお礼を申し上げる次第であります。

本定例会に提案しております諸議案の説明

に先立ちまして、所信の一端を述べさせてい

ただきます。

いよいよ天皇陛下の御譲位と皇太子殿下の

御即位が目前に迫ってまいりました。それに

伴い、５月１日には、平成から新たな元号に

改正が予定されており、このことは新たな時

代の幕開けであり、歴史上、大きな転機にな

る出来事でもございます。

若桜町としましても、新たな時代にふさわ

しい新たな取り組みを考え、町民の皆様に安

全安心に暮らしていただける町や、若者が夢

を持って働きながら子育てがしやすい町をつ

くってまいりたいと考えております。

昨年２月に若桜町長選に出馬させていただ

き、有権者の皆様に、「未来へ歩むまちづくり」

をスローガンに掲げ、４つの柱による公約を

訴え、町長の信任を得て当選させていただい

てから早１年が経ちました。

１年間は長いようであっと言う間に過ぎ去

ったという感じですが、この１年間の間に若

い方や高齢者の方、子育て中の方、集落の方、

企業の方、ＰＴＡ役員、各種団体の方など、

多くの方とお話をさせていただき、多くのご



意見やご要望をお聞かせいただきました。

私の政策が反映される予算ということでは、

実質的に今回が初めての当初予算でございま

すので、これからお話させていただく各種事

業をしっかりと確実に実施していけるように

努めてまいりたいと思います。

それではまず１つ目ですが、「若者が住みた

くなるまちづくり」でございます。これは、

若桜町で暮らす若い人たちが、新しいことに

チャレンジできる環境整備や移住定住の促進、

子育て支援や教育の充実等への取り組みでご

ざいます。

若者がチャレンジできる環境整備で、地域

おこし協力隊の商業部門への募集を行うとと

もに、起業される際の支援を引き続き行って

まいります。

移住定住対策では、移住定住交流センター

を中心に、移住ガイドツアーの実施や移住セ

ミナーとして町独自の相談会を大都市圏で開

催したり、麒麟のまちの１市６町が連携して

相談会に参加したりしながらＩＪＵターン者

を増やしてまいりたいと考えております。

子育て支援につきましては、引き続きしっ

かり支援をしてまいりますし、こども園の改

修も終わり、病後児保育にも取り組んでまい

ります。さらに、子育て中の方が普段、町に

対して思っていることやこんなことをしてほ

しいといった要望などを聞くために、リフレ

ッシュ制度を新たに設けることとしておりま

す。

教育の充実性は、ＩＣＴ教育の充実を図る

ため、新たに情報教育支援員を学園に配置す

るとともに、タブレット端末や電子黒板等を

購入し、学力向上に役立ててまいります。ま

た、通学支援としましては、近隣町の通学費

用を勘案して、これまで月額７千円の支援を

１万円に増額し、鳥取市方面に通学される子

どもを持つ親の負担軽減を図ってまいります。

２つ目は、「高齢者の皆さんが健康で生きが

いを見つけながら、安全安心に暮らせるまち

づくり」でございます。これは、公共交通の

充実・確保や健康・生き甲斐づくり、さらに

はサロンや支え愛マップの充実や集落内の環

境整備等を図るものでございます。

公共交通では、若桜町鉄道の行き違い施設

の完成に伴い、増便による利便性の向上を図

りますし、高速バスドロップイン事業も引き

続き行ってまいります。さらに、若桜鉄道の

定期券購入者にバスの回数券をつけて、鉄道

とバスの両方を利用していただける「バス利

用モニタリング調査」を実施し、通勤・通学

時の鉄道とバスの利用状況を把握し、定期券

の共通化に向けて協議を進めてまいりたいと

考えております。

また、各種健診や健康ポイント制度の推進、

支え愛ネットワークを構築しながら、地域の

共助のための支え愛マップづくりや見守り体

制づくりの充実を図ってまいります。

さらに、雨天時や冬場の時の高齢者の健康

増進、子どもの遊び場づくりのため、旧池田

小学校の体育館に人工芝を敷き、いつでもグ

ラウンドゴルフや外遊びを楽しんでいただけ

るように考えております。

また、災害対策としましては、自主防災組

織の結成促進、防災マップの作成、耐震補助

金、備蓄物資の分散化など、災害に強いまち

づくりに努めてまいりたいと考えております。

３つ目は、「にぎやか創出のまちづくり」で

ございます。これは、駅周辺整備や町並み整

備の推進、氷ノ山リゾートの充実や国際交流、

インバウンド対策、さらには特産品開発など

を推進するものでございます。

駅周辺整備やまちづくりにつきましては、

地方創生交付金を財源として、若桜宿まちづ

くり計画を作成するとともに、水戸岡先生デ

ザインの「若桜号」のデビューに合わせまし

て、これまでもお話しております、駅中整備

や駅前店舗の整備を進めてまいります。

氷ノ山におきましては、若者プロジェクト

会議や業者組合、米集落の皆さんと協議を



行いながら、冬だけでなく１年を通して楽し

めるリゾート地を目指してまいりたいと考え

ております。

まずは、夏山登山やスキーの旅行商品化、

合宿中の学生の方々との交流促進、星空が見

えるカメラを設置し、星空鑑賞会の実施など、

できる部分から取り組んでまいりたいと考え

ております。

国際交流では、平昌郡との交流は引き続き

行ってまいります。今年度は、春に郡守が来

町予定でございますし、５月には交流員が１

０か月の予定で研修にまいります。また、生

徒同士の交流も予定しております。

さらに、新たに台湾との交流を進めていく

予定で、中華学校や台湾鉄道管理局と交渉を

始めておりますし、インバウンドの推進につ

きましては、台湾のライオントラベルなど数

社が若桜に興味を持たれており、若桜の見学

に既に来られておられますので、台湾からの

観光客誘致を進めていきたいと考えておりま

す。あわせて、受け入れ体制の整備を、商工

会や観光協会と連携しながら取り組んでまい

りたいと考えております。

さらに、特産品として、生産量が全国２位

のジビエを強力に売り込むとともに、加工品

や町内で食べられる料理の開発などにも取り

組んでまいりたいと考えておりますし、日本

ジビエ振興協会と連携しながら、都市圏への

販路開拓にも力を入れてまいりたいと考えて

おります。

また、町に活気を与え、元気にしていくた

めにも集落やグループ等が活動しやすい、人

材育成・村おこし事業補助金制度の改正も行

ってまいります。

４つ目ですが、「農林、林業の振興によるま

ちづくり」でございます。これは、若桜米や

エゴマの栽培を推進するとともに、再造林の

拡大と路網や森林整備を図り、雇用創出など

をしていくものでございます。

がんばる地域プラン事業の中に位置付けら

れておりますエゴマ施設は、早期の開業を目

指すとともに、精米施設については、内容を

よく吟味し、若桜米のブランド化が図られる

よう、生産量に応じた販路の確保、体制の整

備など並行的に進めてまいりたいと考えてお

ります。

日南町のトマトは栽培開始から約５０年か

けて売り上げが２億円を突破したと新聞が報

じておりました。若桜のエゴマや若桜米も皆

さんと一緒になって若桜町の一大特産品とな

るように育ててまいりたいと考えております。

林業につきましては、昨年の７月の豪雨災

害で被害が出ました林道の早期開通に向け、

災害復旧工事に取り組んでまいります。

また、森林（もり）づくりに関する施策を

総合的かつ計画的に推進するため、町が取り

組む基本的施策を定めた「若桜町森林（もり）

づくり条例」を制定しますし、美しい森づく

り基盤整備や若桜材需要拡大なども引き続き

推進してまいります。

平成３１年度から森林環境譲与税が交付さ

れることに伴い、その使い方も検討していく

とともに、今年度、千代川流域が成長産業化

地域事業の指定を受けたことから、森林管理

システムの構築や木材利用推進、人材育成な

ど、１市４町や森林組合と連携しながら推進

していきたいと考えております。

以上、所信の一端を述べさせていただきま

したが、若桜町は、少子高齢者や人口減少問

題など多くの課題がございます。しかし、山

積している課題を一つひとつ解決していくた

めにも、町民の皆さんと力を合わせ、知恵を

絞り、汗を掻きながら、前例踏襲ではなく、

時代にあった手法を見つけながら、町政を進

めてまいりたいと考えております。

そして、今を生きる町民のためのまちづく

りはもとより、将来のまちづくりを見据えた

上で、安全安心で住みやすい町を創出してい

くことが、私に与えられた責任であり、私に

課せられた使命ではないかと考えております。



これからも、町政の先頭に立ち、地方創生

の実現に向けて果敢にチャレンジしてまいり

たいと思っておりますので、議員の皆様のご

理解・ご指導、そしてご協力を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

議長（川上守）

以上で、町長の施政方針を終了します。

日程第５

平成３１年度 教育行政基本方針を求めま

す。

新川教育長。

教育長（新川哲也）

平成３１年第１回若桜町議会定例会の開会

に当たり、若桜町教育行政方針についてご説

明を申し上げ、議員各位のご理解とご協力を

賜りたいと存じます。

さて、文部科学省が告示した新学習指導要

領が小学校では２０２０年度、中学校は２０

２１年度から実施されることになり、よりよ

い学校教育を通じてよりよい社会をつくると

いう理念を、学校と社会が共有し、社会に開

かれた教育課程の実現が、目指すべき方向性

として示されています。

教育委員会では引き続き、これまでの教育

施策の取り組みの成果や課題を整理・検討す

るとともに、学校と連携を図りながら新学習

指導要領全面実施に向けた新しい学びの準備

を確実に進めてまいりたいと考えております。

若桜学園では、子どもたちに夢や希望を持

つことの素晴らしさ、感謝の心など人の生き

方として大事なことを伝え、これからの変化

の激しい社会の中においても、よりよい人生

を送れるよう力を育成するとともに、１０年

後の自分の夢や目標をしっかりと持ち、若桜

で生まれ育ってよかったと言えるような教育

を推進してまいりたいと考えております。

それでは、平成３１年度の教育委員会の主

要な施策についてご説明いたします。

「未来を拓く心豊かで活力ある人づくり」

を教育理念とする若桜町教育プランに基づき、

学校、家庭、地域それぞれの教育力の向上と

相互の連携を図りながら、５つの基本目標を

もとに取り組みを進めてまいります。

まず、「確かな学力を育む教育の推進」につ

いてであります。小中一貫教育校 若桜学園は、

開校から早いもので７年が経ちました。これ

まで、小学校と中学校が一体となった若桜学

園の学びのスタイルの確立を図ってまいりま

した。

若桜学園では、小中一貫教育の実践や蓄積

を活かしながら、子どもたちが自ら未来社会

を切り開くための資質、能力をさらに一層進

め、知識技能の習得や思考力、判断力、表現

力等の育成を図るとともに、「小中一貫校」の

強みを活かした学びの創造、授業改善に向け

て取り組みを図ってまいります。

また、２０２０年度から小学校で全面実施

される、新学習指導要領に対応するため、共

同学習やＩＣＴ機器などを通じて、主体的で

対話的な深い学びを促すアクティブラーニン

グなどの児童生徒の思考力、判断力、表現力

などの確かな学びの取り組みを行ってまいり

ます。

続いて、「豊かな心と健やかな体を育む教育

の推進」であります。９年間の小中一貫教育

の中で、異学年交流による児童生徒のつなが

りを大切にしながら、学校外の多くの人々と

の交流を通じて、他人を思いやる心や生命や

人権を尊重する心、若桜を愛する心などを育

み、豊かな人間性や社会性を育成する「心の

教育」を推進いたします。

総合的な学習では、ふるさと若桜の良さを

知り、若桜に誇りを持ち、自分の夢に向かっ

てたくましく生きる子どもたちの育成を図っ

てまいります。９年生は修学旅行先の東京都

内でタブレットなどを活用し、総合学習で学

んだ若桜町の紹介や、特産品などのＰＲを、

生徒みずからプレゼンテーションする予定に



しています。プロモーションビデオの制作な

どスタート段階から情報発信、ＰＲまで一貫

して行う、このような実践的な教育を通して、

子どもたちが課題解決力を身につけることを

期待しております。

なお、児童生徒を取り巻く環境が複雑化、

多様化している今日、いじめ問題や不登校問

題に的確に対応することが求められておりま

す。このような中、引き続き若桜学園にスク

ールカウンセラーやスクールソーシャルワー

カーを配置して、児童生徒のさまざまな課題

を早期に発見し、支援する教育相談体制の充

実に努めてまいります。

次に「子どもたちを支える教育環境づくり」

であります。子どもたちがしっかりと学び、

安心して学校生活を送ることができるよう、

近年の異常気象の影響による猛暑対策として、

昨年、県内自治体に先駆け、全ての教室にエ

アコンを設置し、快適な学習環境を整えてま

いりました。

今後も、必要な施設整備や設備の充実を図

ってまいりたいと考えております。また、タ

ブレット端末や電子黒板など、ＩＣＴ機器を

計画的に導入するとともに、教員をサポート

するＩＣＴ教育支援員を配置し、ＩＣＴ機器

の活用によるプログラミング教育やデジタル

教材などを使用したわかりやすい授業により、

ＩＴ化、情報化の進展に対応できるよう取り

組みを進めてまいります。

次に「ライフステージに応じて学び続ける

生涯学習の推進」であります。生涯学習では、

楽しく、元気に、豊かで潤いのある生活を送

ることができるよう、若桜町公民館・わかさ

生涯学習情報館が連携し、人と人をつなぐ学

びの拠点として、講演会、各種講座の開催や

サークル活動の支援など、充実に努めてまい

ります。

また、家庭教育が円滑に進められるよう、

保護者や地域に対する学習の機会及び情報の

提供を行ってまいります。引き続き、あいさ

つ＋ＯＮＥ（プラスワン）運動や青少年育成

若桜町民会議、ＰＴＡなど、社会教育団体の

支援を通し、地域全体で子どもを守り育てる

体制づくりを推進してまいります。

人権教育では、誰もが安心して暮らせる差

別のない社会を築くために、人権が尊重され

る社会の実現に向けた取り組みが一層重要に

なります。このため、同和問題をはじめとす

るあらゆる差別解消に向けた人権意識の向上

や人権教育の充実を図るとともに、関係機関

と連携し、啓発活動や相談体制の充実に努め

てまいります。

最後に「文化、芸術、スポーツの振興」で

あります。郷土文化の里や生涯学習情報館を

十分活用し、講演会、企画展、コンサートな

どのイベントの開催や、各団体のサークル活

動の支援などを通じて、文化・芸術に対する

理解を深める取り組みを進めてまいります。

スポーツの振興については、スポーツの競

技力向上と町民の健康増進及び体力向上を図

るため、スポーツ、レクリエーション活動に

親しめる機会のさらなる拡充を図ってまいり

ます。町内の体育館、温水プールや八幡広場

等の運動施設の有効利用や、若桜クラブ、体

育協会等との連携を深め、スポーツの楽しさ、

すばらしさなどスポーツをする機会の提供に

努めてまいります。

また、伝統的建造物群保存対策事業につい

ては、住民の皆様に伝建制度の概要や保存計

画の内容などについて、一層周知を図り、ご

理解とご協力をいただくとともに、本年度中

の重伝建地区選定となるよう取り組みを進め

てまいりたいと考えております。

以上、平成３１年度の教育行政の概要を説

明させていただきました。住民の皆様が自主

的な活動を通して、生涯にわたり健康で生き

がいに満ちた生活を送ることができるよう、

また、新しい時代を担う子どもたちが生きる

力を身につけ、将来にわたり夢を持ち、健や

かに成長できるよう、職員とともに、全力で



教育行政の推進に取り組む所存でありますの

で、議員各位のご理解とご協力を重ねてお願

い申し上げます。

議長（川上守）

以上で、教育長の教育行政基本方針を終了

します。

日程第６

議案第１号 専決処分の承認について、専決

第４号 平成３０年度若桜町一般会計補正予

算（第９号）、議案第２号 専決処分の承認に

ついて、専決第５号 平成３０年度若桜町簡易

水道事業特別会計補正予算（第６号）を一括

して議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

年度が明けて４月７日には統一地方選挙の

投開票が実施されます。鳥取県では、知事選

及び県議会議員選のダブル選挙ですが、八頭

郡選出の県議会議員は、立候補者が定員と同

じ２名の予定で無投票になる公算が大きいと

のことですので、各候補者の方々には若桜町

のために、精力的に活動していただくことを

強く要望してまいりたいと思っております。

最近の動向では、国においては、厚生労働

省による毎月勤労統計や賃金構造基本統計の

不正問題への対応が取り上げられない日がな

いところですが、米軍普天間飛行場の辺野古

移設をめぐる沖縄県の県民投票で、辺野古埋

め立ての反対が 72.1％になり、政府に工事中

止を要求されるなど、目まぐるしく動いてお

ります。

国際的には、２月２７日から２８日にかけ

て、ベトナムの首都ハノイにおいて、２回目

の米朝首脳会議が開催されるも、非核化の合

意ができず、実質的に決裂したとのニュース

が飛びこんでまいりました。

日韓関係も徴用工問題、慰安婦問題、レー

ダー照射問題などで、依然ぎくしゃくした関

係が続いており、東アジアはこれから不安定

な状態が続くことが予想されております。

本町においては、心配されておりましたス

キー場の雪も、年末年始の降雪以来、消える

ことなく現在に至っておりますし、１２月７

日にオープンした「わかさ氷ノ山インフォメ

ーションセンター」の利用者も順調で、スキ

ー場と氷太くんの利用者は例年並みと善戦し

ているところでございます。３月１０日のお

客様感謝祭までは何とかこのまま持ってほし

いと願うばかりでございます。

また、３月３日には京都大学の森谷名誉教

授をお迎えし、エゴマ生産組合の主催による

「エゴマの講演会」が開催されました。森谷

先生には、健康のためにバランスのとれた栄

養と適度な運動が重要であることなど、おも

しろおかしくお話していただきましたし、同

日開催で町主催による「わかさの保健医療を

考える集い」では、「わかさあるある笑劇場」

で私も少し出演させていただき、認知症患者

の接し方等、わかりやすく演じられました。

どちらも多くの方においでいただき、皆様

が楽しく学ばれ、大変よい会だったと感じた

ところでございます。

さらに、議会中ではございますが、明日、

３月９日には林業成長産業化フォーラムが鳥

取市で開催される予定であり、私もパネラー

として参加し、林業が成長産業として有望で

あり、町としても今後も力を入れていく分野

である旨の発表を予定しているところでござ

います。

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第１号、議案第２号の専決処分の承認

について、でございますが、これは、地方自

治法第１７９条第１項の規定により、議会を

招集する時間的余裕がなかったことから専決

処分をした案件につきまして、同条第３項の

規定により、本議会に報告し、ご承認をお願

いするものでございます。



はじめに、議案第１号 専決第４号の平成３

０年度若桜町一般会計補正予算でございます

が、既定の歳入歳出予算の総額から７４６万

９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を４４

億３,８４６万９千円とするものでございま

す。概要についてご説明いたしますと、歳入

の繰越金と、歳出の衛生費の簡易水道会計繰

出金にそれぞれ７４６万９千円を追加するも

のでございます。

次に、議案第２号 専決第５号の平成３０年

度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算でご

ざいますが、既定の歳入歳出予算の総額から、

７４６万９千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を２億８８９万９千円とするものでござい

ます。このたびの補正は、歳入の繰入金と歳

出の簡易水道施設費に、それぞれ７４６万９

千円を追加するものでございます。

以上、ご報告を申し上げまして、ご承認を

お願いするものでございます。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第７

平成３１年度若桜町一般会計予算を議題と

します。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、議案第３号 平成３１年度若桜町

一般会計予算につきまして、その概要を説明

させていただきます。

平成３１年度当初予算につきましては、昨

年度の骨格予算と肉付け予算を合わせまして、

予算総額３６億７,６５６万４千円に対しま

して６,４４３万６千円、伸び率では 1.8％増

加の、総額３７億４,１００万円を計上いたし

ております。

それでは、まず歳入の主なものにつきまし

てご説明いたします。町税が２億４,１３２万

２千円でございます。前年対比 2.9％の増、

予算総額に占める割合は 6.4％となっており

ます。町税のうち、たばこ税は販売実績によ

り１６７万円の減少を見込んでおりますが、

町民税、固定資産税、軽自動車税につきまし

ては総額８４９万４千円の増加を見込んでお

ります。

次に、地方交付税につきましては、昨年と

同額の１８億８,０００万円としております。

予算総額に占める割合は 50.3％となってお

ります。国の地方財政計画においては、地方

公共団体の安定的な財政運営に必要な一般財

源総額は、前年度より微増の６２兆７,０００

億円の予算が確保されているところでござい

ます。そのうち地方交付税は、全体で１６兆

２,０００億円が示されており、対前年２,０

００億円の増、伸び率では 1.1％の増となっ

ている状況でございます。

このような中、国・県から示された数値資

料や国勢調査による人口、平成３０年度実績

などを勘案し、前年と同額としております。

内訳としましては、普通交付税を１７億３,

０００万円で対前年２,０００万円の増と推

計しております。また、特別交付税を１億５,

０００万円とし、対前年２,０００万円の減と

推計しております。

次に、国庫支出金は社会資本整備交付金な

どの減少を見込んでおりますが、新たに産地

パワーアップ事業費補助金が加わったため、

３億４,３０８万８千円、対前年比 11.6％の

増。県支出金は、災害復旧費県補助金などの

増加を見込み、４億２,７３２万４千円、対前

年比 85.3％の増。

財産収入は、町有林売払い代金の減少を見

込み１,７９６万２千円、対前年比 17.7％の

減。繰入金は、財政調整基金からの繰り入れ

が大幅に増加したため、１億３,２９９万３千

円、対前年比 79.2％の増。諸収入は旧池田小



学校の火災復旧工事費負担金などの追加によ

り、４,４４３万７千円、対前年比 23.7％の

増。

町債は、辺地対策事業債の廃目と過疎対策

事業債の減、その他の起債と合わせまして、

４億２５０万２千円を計上しており、対前年

比 38.4％の減としております。

そのほか、地方消費税交付金をはじめとし

た各種交付金、使用料及び手数料、寄付金な

どをもって予算措置をしております。

町税、使用料及び手数料及び財産収入など

の自主財源の予算総額は５億９,７６４万４

千円で予算総額に占める割合は 16％となっ

ております。

次に、歳出でございますが、観光列車「若

桜号」への車両改修事業や、がんばる地域プ

ラン事業、新たな森林管理システム推進事業

をはじめ、災害復旧事業など大型の事業を計

上しております。

主な事業につきまして、予算科目ごとにそ

の概要をご説明いたします。はじめに議会費

では、各常任委員会などの調査研究に要する

費用、議会だよりの発行費用、平昌郡議会の

受入費用などを計上いたしました。

総務費では、行政運営を行っていくための

総括的な経費及び地方創生の取り組みを進め

るために必要な費用を計上するとともに、イ

ンターネット通信に必要な光ケーブルやＩＰ

告知電話などの情報通信基盤施設の管理、自

治会・コミュニティ活動の振興、国内外との

交流、移住相談・交流センターを核にした移

住定住促進、若桜宿観光地化まちづくり計画

の作成、若桜鉄道の利用促進や軌道等施設の

管理、町営バス運行などをはじめ、地域の振

興、活性化及び住民自治に関する費用などを

計上いたしております。

民生費では、地域福祉事業や高齢者福祉事

業、障がい者福祉事業に関する費用、わかさ

こども園や子育て支援センターの管理運営等、

病児・病後児保育事業のほか、三世代居住支

援金や出産祝い金、子育て応援給付金など、

少子化対策、子育て支援の充実のための費用

を計上いたしました。

衛生費では、資源ごみ回収やごみ減量化推

進のための環境衛生事業、ごみ収集や処理を

行う塵芥処理対策事業、インフルエンザや肺

炎などの予防事業、各種がん検診や笑いケア

サポーター養成講座などの健康増進事業、計

画的に簡水施設の統合を実施する簡易水道事

業特別会計への繰出金など、各種検診事業に

よる住民の健康づくり及び保健衛生、環境衛

生の推進を行うための経費を計上しておりま

す。

農林水産業費では、がんばる地域プランを

活用した農業振興事業、本町の豊かな資源を

活用した特産品の研究・開発販売支援事業、

中山間地域の農地を守るための中山間地域等

直接支払制度事業や耕作放棄地再生事業、ま

た、因幡和牛ブランドの確立支援、鳥獣被害

対策と獣肉解体処理施設管理運営など、中山

間地における農業生産基盤の整備や中山間地

農業の活性化、地域資源を活かした若桜ブラ

ンドの確立などの予算を計上しております。

林業費関係では、林業振興及び間伐・造林

補助などの森林整備事業や美しい森づくり基

盤整備事業、森林施業の効率化とコスト削減

を図るための、作業道新設改良事業や林道開

設事業、間伐材排出助成などの若桜材需要拡

大推進事業など、林業振興、森林の活性化に

必要な経費を計上しております。

商工費では、おもちゃ館運営費などの商工

業にぎわい創出事業や若桜町商工会に対する

支援、観光客の増加を促すＰＲや、イベント

の開催や観光協会に対する支援、道の駅及び

氷ノ山関連施設の指定管理と氷ノ山の集客促

進、インバウンド推進事業など、商工業の振

興や地域の活性化、恵まれた観光資源を活か

した、交流人口や観光客の増加を図るための

費用を計上しております。

土木費では、吉川村中２号線の法面改良や



橋梁補修事業などの町道新設改良事業、定住

促進のための若者住宅や町営住宅の管理、中

之島公園など住民の憩いの場の維持管理など、

道路、住宅など暮らしや社会基盤の整備、所

管する施設の適正な維持管理を行うための費

用などを計上しております。

消防費では、東部広域行政管理組合への負

担金、八頭消防署若桜出張所の建替えに伴う

測量業務、消防団・自警団の活動経費、防災・

災害対策に係る経費など、安心安全の暮らし

を守る地域防災力の強化、災害に強いまちづ

くりのための費用を計上しております。

教育費では、豊かな心を育み、一人一人の

人間形成を行う若桜学園の管理と教育環境の

整備、ＩＣＴ教育の充実、学力向上支援事業、

外国青年招致事業、就学援助費、学校教材の

充実・整備など、将来の若桜町を担う若者の

教育に必要な費用を計上いたしております。

教育振興費では、スクールソーシャルワー

カーの配置、高校生の通学費助成の充実、若

桜学園学校給食費の保護者負担金軽減事業な

ど、教育の振興、保護者の負担軽減などの費

用を計上いたしております。

また、社会教育費では、公民館の運営・管

理費、団体育成事業及び氷ノ山寿大学などの

生涯学習事業、伝統的建造物群の指定、町史

編さんなどの文化財保護事業、郷土文化の里

及び生涯学習情報館の管理運営に要する費用

など、生涯教育や歴史・文化の保存活用を推

進するための費用を計上いたしております。

保健体育費では、総合型スポーツクラブ「若

桜クラブ」の支援、スポーツ少年団、体育協

会への支援、八幡広場や温水プールなどの体

育施設の管理運営費など、体力づくり、生涯

スポーツを推進するための予算を計上いたし

ました。以上、主な施策についてご説明いた

しました。

若い世代に魅力を感じてもらうことができ

る地域づくり、安心して子育てができるよう、

子育て世代に重点をおいた移住定住対策の推

進、住民の健康づくり及び保健衛生、環境衛

生の推進、恵まれた資源を活かして、農業や

林業分野において若桜ブランドの確立による

活性化、自治体の広域連携による観光振興、

社会基盤の整備、学校教育・生涯教育の充実

などの施策を予算に計上しており、積極的に

取り組んでまいりたいと考えておるところで

ございます。

第２条の地方債につきましては、過疎対策

事業債など、それぞれの限度額を定めており

ます。

第３条では、一時借入金についての最高額

を４億円と定めております。また、第４条の

歳出予算の流用につきましては、地方自治法

第２２０条第２項のただし書きの規定により

定めております。

以上、予算の概要につきましてご説明いた

しました。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

お諮りします。

ただいま議題となっております、議案第３

号 平成３１年度若桜町一般会計予算は、議員

全員をもって構成する予算審査特別委員会を

設置し、これに付託のうえ、会期中に審査す

ることにしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、本案は議員全員をもって構成

する予算審査特別委員会を設置し、これに付

託のうえ、会期中に審査することに決定しま

した。

委員会条例第８条第１項の規定により、本

会議終了後、予算審査特別委員会を全員協議



室に招集いたします。

暫時休憩します。

   午後 ２時３０分  休 憩

   午後 ２時４５分  再 開

議長（川上守）

休憩前に引き続き、会議を再開します。

日程第８

議案第４号 平成３１年度若桜町国民健康

保険事業特別会計予算、議案第５号 平成３１

年度若桜町介護保険事業特別会計予算、議案

第６号 平成３１年度若桜町後期高齢者医療

特別会計予算、議案第７号 平成３１年度若桜

町簡易水道事業特別会計予算、議案第８号 平

成３１年度若桜町公共下水道事業特別会計予

算、議案第９号 平成３１年度若桜町農業集落

排水事業特別会計予算、議案第１０号 平成３

１年度若桜町赤松団地造成事業特別会計予算、

議案第１１号 平成３１年度若桜町財産区造

林事業特別会計予算、議案第１２号 平成３１

年度若桜町索道事業特別会計予算、議案第１

３号 平成３１年度若桜町住宅新築資金等貸

付事業特別会計予算を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第４号 平成３１年度若桜町国民健康

保険事業特別会計予算でございますが、歳入

歳出予算の総額は４億１,４５０万円でござ

います。前年度予算に比べ１,１５６万９千円

の増となっておりますが、これは、被保険者

に必要な保険給付と一次予防のための保険事

業を行うものでございます。

本年度の保険給付費の算定につきましては、

平成３０年度実績見込みをもとに、過去の給

付費等を勘案して算定しております。

また、特定検診、人間ドック、脳ドックな

どの保健事業費に加え、財政運営の広域化に

伴い、国民健康保険事業費納付金を計上して

おります。

財源につきましては、保険税、県支出金、

繰入金などで措置しております。また、第２

条の歳出予算の流用につきましては、地方自

治法第２２０条第２項のただし書きの規定に

より定めております。

続きまして、議案第５号 平成３１年度若桜

町介護保険事業特別会計予算でございますが、

歳入歳出予算の総額は、７億８２０万円でご

ざいます。

この会計は、被保険者に必要な介護サービ

スを提供するものでございます。介護保険給

付費の算定に当たりましては、これまでの給

付実績や被保険者のニーズなど勘案した各介

護サービス等の給付額を計上いたしておりま

す。

これらの財源としまして、保険料、国・県

支出金、支払基金交付金、繰入金などにより

措置しております。また、第２条の歳出予算

の流用につきましては、地方自治法第２２０

条第２項のただし書きの規定により定めてお

ります。

次に、議案第６号 平成３１年度若桜町後期

高齢者医療特別会計予算でありますが、歳入

歳出予算の総額は５,６２２万９千円でござ

います。この会計は、被保険者から納入され

た保険料と、必要な事務費等をあわせて、鳥

取県後期高齢者医療広域連合会へ納付するも

のでございます。

次に、議案第７号 平成３１年度若桜町簡易

水道事業特別会計予算でございますが、歳入

歳出予算の総額は、１億７,１１０万円でござ

います。本年度は、若桜簡易水道統合に伴う

測量設計と施設の統合整備を予定しており、

施設維持修繕事業、消火栓取替工事などの事

業費を計上しております。

これらの財源として、水道使用料、国庫支



出金、町債、一般会計繰入金などで措置して

おります。

また、地方債につきましては、第２表によ

り、限度額を６,１３０万円と定めております。

続きまして、議案第８号 平成３１年度若桜

町公共下水道事業特別会計予算でございます

が、歳入歳出予算の総額は１億８,４６０万５

千円でございます。

歳出では、ストックマネジメント計画の策

定や浄化センターの改修工事及び地方債元利

償還金などを計上しており、これらの財源と

して、使用料及び手数料、国庫支出金、繰入

金、町債などで措置しております。

なお、第２表では、地方債の限度額を１,

７５０万円と定めております。

続きまして、議案第９号 平成３１年度若桜

町農業集落排水事業特別会計予算でございま

すが、歳入歳出予算の総額は１億１,９４０万

５千円でございます。

歳出では、非常通報装置の更新工事をはじ

め、池田中央と吉川地区の施設維持管理費や

地方債元利償還金などを計上しており、これ

らの財源として、使用料及び手数料、国庫支

出金及び一般会計繰入金、町債をもって措置

をしております。

なお、第２表では、地方債の限度額を２,

７４０万円と定めております。

次に、議案第１０号 平成３１年度若桜町赤

松団地造成事業特別会計予算でございますが、

歳入歳出予算の総額は、３９３万６千円でご

ざいます。

歳出は、区画造成をした住宅用地の販売と、

管理のための経費と、地方債元金の償還金な

どを計上しており、財源は、土地の売払い収

入と貸付料で措置しております。

次に、議案第１１号 平成３１年度若桜町財

産区造林事業特別会計予算でございますが、

歳入歳出予算の総額は、７１２万４千円でご

ざいます。

歳出は、造林事業委託料と事務費であり、

財源は、公団と財産区の負担金をもって措置

しております。

次に、議案第１２号 平成３１年度若桜町索

道事業特別会計予算でございますが、歳入歳

出予算の総額は、２,４６７万２千円でござい

ます。この会計では、指定管理者制度のもと

で、利用料金を指定管理者が収受し、本会計

に納付金を納入する予算を計上しております。

平成３１年度は、経年劣化による線路金物

の交換及び支柱等の塗装などを予定しており

ます。このほか、維持管理費などを計上し、

これらの財源として、財産収入、諸収入、町

債で措置しております。

また、第２表において、地方債の限度額を

１,３２０万円と定めております。

続きまして、議案第１３号 平成３１年度若

桜町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算で

ございますが、歳入歳出予算の総額は、１８

０万円でございます。

住宅新築資金等貸付金の滞納徴収金を一般

会計へ繰り出しするよう予算措置をしており

ます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

お諮りします。

ただいま議題となっております、議案第４

号から議案第１３号までの１０議案は、先ほ

ど設置した予算審査特別委員会に付託のうえ、

会期中に審査をしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第４号から議案第１３号

までの１０議案は、予算審査特別委員会に付



託のうえ、会期中に審査することに決定しま

した。

日程第９

議案第１４号 平成３０年度若桜町一般会

計補正予算（第１０号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第１４号 平成３０年度若桜町一般会

計補正予算についてでございますが、既定の

歳入歳出予算の総額に、それぞれ２億２,５１

１万１千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

４２億１,３３５万８千円とするものでござ

います。

地方自治法第２１３条第１項の規定による

繰越明許費につきましては、「第２表 繰越明

許費」のとおりとし、債務負担行為の変更は

「第３表 債務負担行為補正」のとおりとする

ものでございます。また、地方債の変更は、

「第４表 地方債補正」のとおりでございます。

まず、歳入の概要についてご説明いたしま

す。町税は実績見込みにより４８３万７千円

追加いたしました。利子割交付金、配当割交

付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税

交付金、自動車取得税交付金につきましては、

実績見込みにより合わせて１６３万７千円減

額いたしました。

地方交付税につきましては、普通交付税を

額の確定により、１,９７４万２千円追加いた

しました。分担金及び負担金につきましては、

若桜鉄道施設管理負担金など、その他の補正

と合わせまして８７５万５千円追加いたしま

した。

国庫支出金では、主に総務費国庫負担金の

地域公共交通確保維持改善事業費補助金や、

地方創生拠点整備交付金を追加するなど、そ

の他の補正と合わせまして、総額７,８０１万

２千円追加いたしました。

県支出金では、主に農林水産業費県補助金

の林業成長産業化地域創出モデル事業費補助

金や林業用施設災害復旧事業補助金を減額す

るなど、その他の補正と合わせまして、総額

１億３,７３３万４千円減額いたしました。

財産収入では、町有林売払い収入を７５４

万円減額いたしました。寄附金では、ふるさ

と納税寄附金などの指定寄付金を２５０万円

減額いたしました。

繰入金では、財政調整基金と公共施設等整

備基金繰入金を減額するなど、その他の補正

と合わせまして、総額６,０００万円減額いた

しました。

繰越金では、前年度繰越金を２,２２８万３

千円追加いたしました。諸収入では、災害救

助費を１２５万９千円追加するなど、その他

の補正と合わせまして、総額２０７万１千円

追加いたしました。

町債では、一般補助施設整備等事業債を追

加し、財源充当をした事業の実績見込みなど

により、過疎対策事業債と災害復旧事業債な

どを減額し、その他の補正と合わせまして、

総額１億５,１８０万円減額いたしました。

次に、歳出の主なものについて、ご説明い

たします。職員の人件費の補正を各費目にわ

たり行っており、総額７３６万円減額いたし

ました。

議会費では、実績見込みにより費用弁償を

減額するなど、その他の補正と合わせまして、

３４９万９千円減額いたしました。

総務費では、地方創生事業と若桜鉄道対策

事業などを追加し、実績見込みにより、町有

林管理事業、地域おこし協力隊事業、ふるさ

と応援基金積立金などを減額するなど、人件

費の補正と合わせまして総額１億１,４６９

万７千円追加いたしました。

民生費では、ゆはら温泉運営事業などを追

加し、実績見込みにより、介護保険事業特別

会計繰出金、特別障がい者手当等支給事業を

減額するなど、人件費の補正を合わせまして



総額８２０万３千円減額いたしました。なお、

生活保護費の財源更正を行っております。

衛生費では、実績見込みにより、塵芥処理

対策事業、簡易水道会計繰出金などを減額す

るなど、人件費の補正と合せまして、総額４

８６万９千円減額いたしました。なお、予防

費の財源更正を行っております。

農林水産業費では、実績見込みにより、有

害鳥獣対策費や農業集落排水事業繰出金、森

林整備事業、林業成長産業化地域創出モデル

事業を減額するなど、その他の補正と合せま

して、総額６,０７５万１千円減額いたしまし

た。なお、農業委員会費の財源更正を行って

おります。

商工費では、実績見込みにより、商工振興

事業と氷ノ山高原の宿氷太くん管理運営事業

をそれぞれ減額し、人件費の補正と合わせま

して、総額５７４万円減額いたしました。

土木費では、実績見込みにより、急傾斜地

崩壊対策事業、中之島公園管理事業を減額す

るなど、人件費の補正と合わせまして、総額

１,４９９万３千円減額いたしました。なお、

住宅管理費の財源更正を行っております。

消防費では、実績見込みにより、常備消防

費などを追加し、災害対策事業を減額するな

ど総額２万８千円追加いたしました。

教育費では、給食センター費を追加し、実

績見込みにより、通学対策事業や国際交流費

を減額するなど、人件費の補正と合わせまし

て、総額４００万２千円減額いたしました。

なお、学園管理費や公民館費の財源更正を行

っております。

災害復旧費では、農地災害復旧費、農業用

施設災害復旧費、林業用施設災害復旧費、道

路橋梁災害復旧費を合わせて２億３,３７９

万８千円減額いたしました。

公債費では、実績見込みにより、元金償還

金を４万９千円追加して、利子償還金を４５

０万円減額いたしました。なお、歳入歳出の

総額を調整し、予備費を４７万円追加をいた

しました。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

議員（前住孝行）

はい。９番、前住。

議長（川上守）

９番、前住孝行議員。

議員（前住孝行）

２４ページ、歳出です。款の総務費、項 総

務管理費、目 企画費の地方創生事業について

です。

まず、構想といたしましては、とても前向

きな事業でありまして、夢の持てる予算にな

っているというふうに考えております。先日

の某県会議員の報告会、また３月２日に行わ

れました某デザイナーの講演会の中で、若桜

駅の中に某ウイスキー会社のバーをつくって

はという内容の話があって、やっぱり参加さ

れた町民は、私も含めてですけど、よいこと

だというふうに思っております。

実際、その某ウイスキー会社は来てもらえ

そうかどうか、どのような感触なのかどうか

お尋ねします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

地方創生事業施設整備費交付金費を充てて

この事業に取り組むということで、施設改修

については、水戸岡先生デザインの中でもつ

くっていきたいということで、某会社につき

ましては、今現在交渉中でございまして、ま



だ具体的な返事はいただいてない。ただ、う

ちの思いの提案の方はさせていただいている

ということで、これについても４月、５月中

には、ある程度の目途がつくんじゃないかな

というふうに思っております。

ただし、絶対来ていただけるかどうかとい

う保証は今のところございませんけども、４

月、５月中にはある程度の方向性っていうの

が示せるんじゃないかなというふうに思って

おるところでございます。

議長（川上守）

ほかに、質疑はありませんか。

９番、前住孝行議員。

議員（前住孝行）

すいません。しつこいようですけど、もう

１点だけ。若桜宿町並み整備調査特別委員会

の方でも、さまざまな協議をさせていただい

ております。その中でも、やっぱり一番町民

の理解を得ることの重要性ということで議論

してきた経過があります。

商いに大きく関係してくることだというふ

うに考えておるんですけど、関係団体からの

話し合いをということも言っておりますが、

理解が得られそうかどうか、お尋ねします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

当然、店を開くにあたりましては関係機関、

商工会をはじめ観光協会、それから若桜鉄道

の関係、それから当然ＪＡがありますので、

そこら辺と、あと、道の駅がございますので

そういう関係者と、私も協議をしながら、両

方がウィンウィンの関係になれるような形で

進めたいというふうに思っております。

議長（川上守）

ほかに質疑はありませんか。

(質疑なし)

質疑なしと認めます。

日程第１０

議案第１５号 平成３０年度若桜町国民健

康保険事業特別会計補正予算(第３号)、議案

第１６号 平成３０年度若桜町介護保険事業

特別会計補正予算(第５号)、議案第１７号 平

成３０年度若桜町簡易水道事業特別会計補正

予算(第７号)、議案第１８号 平成３０年度若

桜町公共下水道事業特別会計補正予算(第３

号)、議案第１９号 平成３０年度若桜町農業

集落排水事業特別会計補正予算(第２号)、議

案第２０号 平成３０年度若桜町赤松団地造

成事業特別会計補正予算(第１号)、議案第２

１号 平成３０年度若桜町財産区造林事業特

別会計補正予算(第１号)、議案第２２号 平成

３０年度若桜町作道事業特別会計補正予算

(第４号)を一括して議題とします。

提案理由の説明求めます。矢部町長。

教育長（新川哲也）

議長、暫時休憩。

議長（川上守）

はい、暫時休憩をします。

休憩 午後３時０７分から０８分まで

議長（川上守）

休憩前に引き続き会議を再開します。

提案理由の説明求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第１５号 平成３０年度若桜町国民健

康保険事業特別会計補正予算でございますが、

既定の歳入歳出予算総額から、それぞれ３８

１万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額を



４億６,４７５万９千円とするものでござい

ます。

このたびの補正は、実績見込みに伴う補正

でございます。歳入におきましては、一般被

保険者国民健康保険税と退職被保険者国民健

康保険税を合わせまして３８１万９千円減額

いたしました。

また、歳出におきましては、保険給付費の

課目更正と国民健康保険事業費納付金を９１

万２千円減額いたしました。なお、歳入歳出

の総額を調整し、予備費を２９０万７千円追

加いたしました。

続きまして、議案第１６号 平成３０年度若

桜町介護保険事業特別会計補正予算でござい

ますが、既定の歳入歳出予算の総額から、そ

れぞれ１,１２５万２千円を減額し、歳入歳出

予算の総額を６億７,７７４万１千円とする

ものでございます。このたびの補正は、実績

見込みに伴う補正でございます。

歳入におきましては、国庫支出金を２１３

万４千円追加し、支払基金交付金を９５１万

６千円、県支出金を２１０万３千円、繰入金

を１７６万７千円それぞれ減額いたしました。

また、歳出におきましては、基金積立金を４

７万円追加し、保険給付費を９４０万円、地

域支援事業費を２３２万２千円それぞれ減額

いたしました。

続きまして、議案第１７号 平成３０年度若

桜町簡易水道事業特別会計補正予算でござい

ますが、既定の歳入歳出予算の総額から、そ

れぞれ１９万７千円を減額し、歳入歳出予算

の総額を２億８７０万２千円とするものでご

ざいます。なお、地方自治法第２１３条第１

項の規定による繰越明許費につきましては、

「第２表 繰越明許費」のとおりとし、地方債

の変更は「第３表 地方債補正」のとおりでご

ざいます。このたびの補正は、実績見込みに

伴う補正でございます。

歳入におきましては、事業収入を１８８万

９千円、財産収入を１千円、繰入金を３７０

万７千円それぞれ減額し、町債を５４０万円

追加いたしました。

また、歳出におきましては、総務費を２２

万７千円、簡易水道施設費を４８万６千円そ

れぞれ追加し、公債費を９１万円減額いたし

ました。なお、財産費と予備費をそれぞれ財

源更正しております。

続きまして、議案第１８号 平成３０年度若

桜町公共下水道事業特別会計補正予算でござ

いますが、既定の歳入歳出予算の総額から、

それぞれ４５万１千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を１億８,８９７万２千円とするも

のでございます。このたびの補正は、実績見

込みによる補正でございます。

歳入の繰入金と歳出の公債費を４５万１千

円それぞれ減額いたしました。

続きまして、議案第１９号 平成３０年度若

桜町農業集落排水事業特別会計補正予算でご

ざいますが、既定の歳入歳出予算の総額から、

それぞれ６５７万５千円を減額し、歳入歳出

予算の総額を７,６７２万７千円とするもの

でございます。また、地方自治法第２１３条

第１項の規定による繰越明許費につきまして

は「第２表 繰越明許費」のとおりとするもの

でございます。このたびの補正は、実績見込

みによる補正でございます。

歳入におきましては、使用料及び手数料を

６３万６千円、繰入金を５９３万９千円それ

ぞれ減額し、歳出におきましては、農業集落

排水事業費を６５７万５千円減額いたしまし

た。

続きまして、議案第２０号 平成３０年度若

桜町赤松団地造成事業特別会計補正予算でご

ざいますが、既定の歳入歳出予算の総額から、

それぞれ３３８万１千円を減額し、歳入歳出

予算の総額を４８万９千円とするものでござ

います。

歳入におきましては、財産収入を３４３万

３千円減額し、繰入金を５万２千円増額いた

しました。



また、歳出におきましては、団地事業費を

３３８万１千円減額いたしました。なお、公

債費の財源更正を行っております。

続きまして、議案第２１号 平成３０年度若

桜町財産区造林事業特別会計補正予算でござ

いますが、既定の歳入歳出予算の総額から、

それぞれ９４０万９千円を減額し、歳入歳出

予算の総額を１０８万４千円とするものでご

ざいます。

歳入の分担金及び負担金と、歳出の農林水

産業費をそれぞれ９４０万９千円減額いたし

ました。

続きまして、議案第２２号 平成３０年度若

桜町索道事業特別会計補正予算でございます

が、説明の前に１か所訂正のほうをお願いい

たします。予算書の１１３ページでございま

す。第１条の、一番最後のほうでございます。

３、３,４８７万１千円となっておりますけど

も、その数字を３,２９５万１千円と訂正のほ

うをよろしくお願いいたします。

既定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ

９６万円を減額し、歳入歳出予算の総額を３,

２９５万１千円とするものでございます。ま

た、地方債の変更につきましては「第２表 地

方債補正」のとおりとするものでございます。

今回の補正は、実績見込みに伴う補正でご

ざいます。歳入におきましては、諸収入を３

４万円、町債を６０万円それぞれ減額し、ま

た、歳出におきましては、索道費５２万８千

円、公債費４２万１千円をそれぞれ減額し、

予備費で歳入歳出の総額を調整いたしました。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第１１

議案第２３号 若桜町公益的法人等への職

員の派遣等に関する条例の制定について、議

案第２４号 若桜町森林（もり）づくり条例の

制定について、を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第２３号 若桜町公益的法人等への職

員の派遣等に関する条例の制定について、で

ございますが、これは、「公益的法人等への一

般職の地方公務員の派遣等に関する法律」に

基づき、公益的法人等への職員の派遣等に関

して必要な事項を定めるため、本条例を制定

するものでございます。

続きまして、議案第２４号 若桜町森林（も

り）づくり条例の制定について、でございま

すが、これは、町民、森林組合、事業者、森

林所有者、行政が一体となって、それぞれの

責務、役割により、森林づくりに主体的に参

画し、森林の適切な管理と森林資源の有効活

用の推進による本町産業の発展を目指すため

に、本条例を制定するものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第１２

議案第２５号 若桜町職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部改正について、議案第

２６号 特別職の職員等で非常勤のものの給

与に関する条例の一部改正について、議案第

２７号 若桜町職員の給与に関する条例の一

部改正について、議案第２８号 若桜町国民健

康保険条例の一部改正について、議案第２９



号 若桜町部落差別撤廃・人権擁護に関する条

例の一部改正について、議案第３０号 赤松団

地おためし住宅の設置及び管理に関する条例

の一部改正について、を一括して議題としま

す。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第２５号 若桜町職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部改正について、でござ

いますが、これは、国におきましては、長時

間労働の是正措置として、超過勤務命令を行

うことができる上限を人事院規則で定めるな

どの措置を講ずることとされており、本町に

おきましても、必要な事項を規則で定めるた

め、所要の改正を行うものでございます。

続きまして、議案第２６号 特別職の職員等

で非常勤のものの給与に関する条例の一部改

正について、でございますが、これはスポー

ツ推進委員の報酬を改正するものでございま

す。

続きまして、議案第２７号 若桜町職員の給

与に関する条例の一部改正について、でござ

いますが、これは、職員の通勤手当の支給額

を改正するものでございます。

続きまして、議案第２８号 若桜町国民健康

保険条例の一部改正について、でございます

が、これは、国民健康保険法施行規則の規定

に基づき、条例の一部を改正するものでござ

います。

続きまして、議案第２９号 若桜町部落差別

撤廃・人権擁護に関する条例の一部改正につ

いて、でございますが、これは、「部落差別の

解消の推進に関する法律」が施行され、また、

インターネット上の差別書き込みなど、現在

でも存在している部落差別の実態を踏まえ、

所要の改正を行うものでございます。

続きまして、議案第３０号 赤松団地おため

し住宅の設置及び管理に関する条例の一部改

正について、でございますが、これは、おた

めし住宅の、より適正な管理運営を行うこと

を目的に、借用期間等の見直しを行うため、

条例の一部を改正するものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第１３

議案第３１号 公の施設の指定管理者の指

定(わかさ２９工房)について、議案第３２号

公の施設の指定管理の指定(若桜エゴマ工房)

について、を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第３１号 公の施設の指定管理者の指

定(わかさ２９工房)について、でございます

が、これは、わかさ２９工房の指定管理者に

猪鹿庵（じびえあん）を指定することについ

て、本議会の議決をお願いするものでござい

ます。

続きまして、議案第３２号 公の施設の指定

管理者の指定(若桜エゴマ工房)について、で

ございますが、これは、若桜エゴマ工房の指

定管理者に有限会社若桜農林振興を指定する

ことにつきまして、本議会の議決をお願いす

るものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。



質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第１４

議案第３３号 若桜町過疎地域自立促進計

画の変更について、を議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第３３号 若桜町過疎地域自立促進計

画の変更について、でございますが、これは、

本計画の事業の追加を行い、これの財源とし

て過疎対策事業債を充当するため、本計画の

変更を行うものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願い申し上げます。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第１５

議案第３４号 財産の取得について、を議題

とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第３４号 財産の取得について、でござ

いますが、これは、エゴマ栽培機械の備品購

入契約を締結することについて、地方自治法

第９６条第１項及び議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例第３

条の規定により、次のとおり本議会の議決を

お願いするものでございます。

その内容は、１、財産の内容、エゴマ栽培

機械。２、契約の方法、指名競争入札。

３、契約の相手方、鳥取市正連寺５６-３６、

ヤンマーアグリジャパン株式会社鳥取支店

支店長 宮田 健司。

４、取得価格、７７３万２,８００円。

５、取得目的、エゴマ栽培に係る労務軽減

のため、機械導入を図り、エゴマ栽培を推進

するためのものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願い申し上げます。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

(質疑なし)

質疑なしと認めます。

日程第１６

議案第３５号 鳥取県東部広域行政管理組

合規約の一部変更について、を議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第３５号 鳥取県東部広域行政管理組

合規約の一部変更について、でございますが、

これは、火葬場の管理運営に関する事務の関

係市町村に智頭町を加入させるため、鳥取県

東部広域行政管理組合規約の一部を変更する

ことについて、議会の議決をお願いするもの

でございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

以上で、本日の日程は全部終了しました。



本日はこれにて散会いたします。

   午後 ３時２６分  散 会


